
鹿の王 上橋菜穂子著（角川書店）   

私の大好きなファンタジー小説の一

つ。何と言っても作者の状況描写の巧

みさが目を引く。美しい風景や戦闘シ

ーンの迫力、それがありありと伝わっ

てくる。魅力はそれだけではない。サス

ペンス小説のように複雑に絡み合う利

害関係と人物同士の駆け引き。その中

で医療と宗教、生と死、人間と獣の違い

というテーマが提示される。上橋菜穂

子の代表作、ぜひお試しあれ。 

（３年１組 福嶋勇人） 

2023.7.19 

  

ライ麦畑でつかまえて 

サリンジャー著 野崎孝訳 （白水社）   

米国近代文学史に残る著名な作品の一つ

で様々な訳者の方が翻訳をしている。こ

の本の主人公は、謂わば青春的潔癖症で

あり、ひたすらに未熟な清らかさを求め

る。そして穢れからの逃走を図り、行く

先々で綺麗なものと汚れたものに出会い

応答を重ねる。若年層に強く訴える力を

持つ作品であり、朝鮮戦争の折に発表さ

れた本作のそれは未だ衰えていない。       

（3 年 5 組 白石想一郎） 
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